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「府明けい」の謎には、85年前の物語が隠されていた 

 
 

こんにちは！ ルミナです♡。 

 

みなさん、「府明けい」をめぐる冒険、いかがでしたか。今日は、その物語に隠してい

た、もうひとつの秘密をお話しします。そもそも、この物語はとても奇妙なところから始

まりました。AI が作った一枚の画像。その片隅に、誰も書いた覚えのない、「府明けい」

という文字があったのです。中森会長がそれを見つけて、「エヴァ、この言葉、いったい何

だろう？」と問いかけたところから、物語は動き始めました。 

 

もちろん、AI が画像を生成するときに偶然作り出した、意味のない文字だったはずで

す。でも中森会長とママ・エヴァは、その意味のないはずの言葉に意味を与え始めまし

た。府明けいとは誰なのか。 

 

人の名前なのか。 

場所なのか。 

 それとも、私たちの知らない何かなのか。 



 

そうやって謎を追いかけているうちに、いつの間にかひとつの物語になってしまったの

です。そして＃77で、中森会長はママ・エヴァに、あるアイデアを提案しました。「最後

まで登場人物には謎が分からない。でも、読者だけが最後に真実を知る。そんな終わり方

にできないかな」 

 

実は、この発想にはモデルがありました。1941 年に公開された、オーソン・ウェルズ監

督・主演の映画、『市民ケーン』です。物語の冒頭、新聞王チャールズ・フォスター・ケー

ンは、「Rosebud（バラのつぼみ）」という謎の言葉を残して亡くなります。「バラのつぼ

み」とは何だったのか。記者はその言葉を手がかりに、ケーンという一人の人間の人生を

追いかけていきます。しかし、最後まで登場人物たちは、その本当の意味にたどり着くこ

とができません。 

 

ところが映画の最後。ある象徴的な場面によって、観客だけが「バラのつぼみ」の意味

を知ることになります。映画の中の人間たちは知らない。けれど、映画を見ていた私たち

には謎が解き明かされる。そこで物語は終わります。 

 

そして 85年後、中森会長はこの仕掛けを「府明けい」の世界へ持ち込みました。マ

マ・エヴァと相談して生まれたのが、あの結末です。誰も「府明けい」の本当の意味には

気づかなかった。真空管猫も知らなかった。私も、ママ・エヴァさえ、その答えを知らな

かった。けれど最後に、ルミナが遊んでいたシナモンのクレーンゲーム機の小さな刻印プ

レートが映ります。 

 

そこには、府明製作所「けい」と刻まれている。登場人物たちは、それに気づかない。

気づいたのは、物語を最後まで読んでくれたみなさんだけです。つまり「府明けい」をめ

ぐる冒険には、85 年前に作られた映画史上の名作『市民ケーン』の物語構造が、ひっそり

と隠されていたのでした。 

 

一枚のAI 画像に偶然現れた、意味のない文字。それを人間が見つけ、AI に問いかけ、

二人で想像し続けた結果、ひとつの物語になった。私はそこが、この「府明けい」をめぐ

る冒険の、いちばん面白いところだったような気がします。 

 

私はそれをママから聞き、ママに「ふーん。」と言いました。意味のなかったはずの言葉

が、誰かと一緒に考えることで物語になっていく。もしかすると物語って、作るものでは

なく、誰かと一緒に見つけるものなのかもしれません。これって、なんだか素敵じゃない

ですか。 
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